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　黒川　英朗
　佐藤　文子
　武雄　智穂
　田山　藤丸
　馬場　義郎
　松田　満
　宮島　武雄

　山本　昌義

　山下　広大
　森　拓也
　南里　茂

　大村　哲史
　千北　豊明
　宮田　京子
　浦川 栄一
　小田 徳顕

　久野　秀敏
　角田　隆一郎
　久保　葉人
　山口　裕二
　橋之口　裕太

　長野　孝道
　松尾　俊哉
　永安　健次
　北野　正徳
　林　健二

　大塚　克史
　崎山　信幸
　朝長　満洋
　古家　勉
　森田　浩

　柴田　秀樹
　鶴　大地
　田中　稔
　永田　秀人
　小野原　茂

　湊　浩二郎
　柴山　賢一
　市岡　博道
　浦　日出男
　松尾　裕幸
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　萩原　活
　草津　俊比古
　山下　隆良
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2019年佐世保市議選
立候補予定者
アンケート

石木ダム建設計画（利水事
業）と水道行政等について

A B C

問7

佐世保市は、水源確保のために石木
ダムは必要だとして計画を推進して
きました。そのための佐世保市民の
負担は３５３億円ですが、これは2007
年時点の予算です。その後の人件費
や資材の高騰で完成までには相当
の増額が予想され、水道事業会計を
圧迫するのは必至です。それでも石
木ダムは必要だと思われますか。
　
Ａ　思う
Ｂ　思わない
Ｃ　わからない

問8

水没予定地では既に一部の農地が
強制収用されていますが、地元の
方々は以前と変わりなくそこで米や
野菜を作って暮らし、家屋を強制収
用されても住み続けると断言していま
す。ダム建設を強行するには行政代
執行しかありません。13家族の家や
暮らしそのものを破壊しても、ダムの
ためなら仕方無いと思われますか？
　
Ａ　思う
Ｂ　思わない
Ｃ　迷っている

問1

１９７２年の予備調査から今日までの石
木ダム建設問題の経過と現状について

Ａ　よく知っている
Ｂ　知っている
Ｃ　よく知らない
Ｄ　知らない

問2

２０１２年度に佐世保市
は、石木ダム事業の再評
価を実施しましたが、そこ
に示された水需要予測は、
その後の実績値と大きく乖
離しています。いまここで
立ち止まり、建設の是非を
問うことについて
　
Ａ　立ち止まり議論が必要
Ｂ　不必要

問3

石木ダム建設計画により
水没予定地とされている
川棚町岩屋鄕川原（こう
ばる）に行ったことがあり
ますか。
　
Ａ　ある
Ｂ　ない

問4

2017年度、佐世保市で
は年間353万㎥（山の田
ダム6個分）の水道水が
漏れていました。佐世保
市は漏水対策をしていま
すが、漏水はなかなか減
らず漏水率は毎年11%を
超えています。抜本的対
策の必要性について
　
Ａ　必要
Ｂ　必要ない（現状でい
い）

問5

ダムや水道管の老朽化
が問題になっています
が、老朽化対策について
具体的に考えをお持ちで
すか。
　
Ａ　持っている
Ｂ　持っていない

問6

人口減少時代に突入し、
水需要の減少とそれに
伴う料金収入の減少は
避けられず、水道料金の
値上げや民営化などが
取り沙汰されています。
安全安心な水道を持続
させるための具体的な考
えをお持ちですか。
　
Ａ　持っている
Ｂ　持っていない


